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トヨタは 2002 年 4 月に発表した ｢2010 年
グローバルビジョン｣ のなかで 2010 年には
全世界のシェア 15％を握る目標 ｢グローバ
ル 15｣ を掲げた｡ 世界シェア 15％の販売台
数として年 900 万台を目標とし､ その達成の
ために日本､ 北米､ 欧州以外で 100 万台の販
売増を課題として設定したが､ この課題達成
の戦略の一つが IMV (Innovative Interna-
tional Multi-purpose Vehicle) プロジェク
トである｡













タイ､ インドネシア､ 南アフリカ､ アルゼン
チンの 4か国として､ アジア､ 欧州､ アフリ
カ､ オセアニア､ 中南米､ 中近東の新興国市









































イラックス) 3 車種､ ミニバン (イノーバ)､
SUV (フォーチュナー)､ セダン (エティオ


































天津豊津汽車伝動部件有限公司 (TFAP) 1998.5 807 アクスル､ CVJ 他 －
天津一汽豊田発動機有限公司 (TFTE) 1998.7 1,686 エンジン －
天津豊田汽車鍛造部件有限公司 (TTFC) 1999.1 267 鍛造部品 －
天津一汽豊田汽車有限公司 (TFTM) 2002.10 12,852 ヴィオス､ カローラ､ クラウン､ レイツ､ RAV4 482
一汽豊田 (長春) 発動機有限公司 (FTCE) 2004.12 794 エンジン －
豊田一汽 (天津) 模具有限公司 (TFTD) 2004.12 206 金型 －
広汽豊田発動機有限公司 (GTE) 2005.1 1,777 エンジン －




広汽豊田汽車有限公司 (GTMC) 2006.5 7,004







カムリ､ カローラ､ ウィッシュ､ ヴィオ




Toyota Kirloskar Motor Private Ltd.
(TKM)
1999.12 6,721
カローラ､ イノーバ (IMV 車)､ フォーチュ
ナー (IMV 車)､ エティオス (IMV 車)
76








PT. Toyota Motor Manufacturing
Indonesia (TMMIN)
1970.5 5,792




P.T. Astra Daihatsu Motor (ADM) 2004* 7,967 アバンザ 143
PT. Hino Motors Manufacturing Indonesia (HMMI) 2009* 1,451 ダイナ 15
マレーシア
Assembly Services Sdn. Bhd. (ASSB) 1968.2 2,650
ハイエース､ ヴィオス､ ハイラックス (IMV 車)､
イノーバ (IMV 車)､ フォーチュナー (IMV 車)
61
エンジン －
Perodua Manufacturing Sdn. Bhd. (PMSB) 2005* 7,686 アバンザ 8
パキスタン Indus Motor Company Ltd. (IMC) 1993.3 2,081 カローラ､ ハイラックス (IMV車) 47
フィリピン
Toyota Motor Philippines Corp. (TMP) 1989.2 1,732 イノーバ (IMV車)､ ヴィオス 28
Toyota Autoparts Philippines Inc. (TAP) 1992.9 1,474 トランスミッション､ 等速ジョイント －
タ イ
Toyota Motor Thailand Co., Ltd. (TMT) 1964.12 15,182
カローラ､ カムリ､ カムリハイブリッド､ プ
リウス､ ヴィオス､ ヤリス､ ハイラックス
(IMV 車)､ フォーチュナー (IMV 車)
631
Siam Toyota Manufacturing Co., Ltd. (STM) 1989.7 2,600 エンジン､ エンジン部品 －
ベトナム Toyota Motor Vietnam Co., Ltd. (TMV) 1996.8 1,479
カムリ､ カローラ､ ヴィオス､ イノーバ (IMV
車)､ ハイエース､ フォーチュナー (IMV 車)
31
(トヨタ自動車ホームページより引用､ 一部加筆)
















マレーシア 1968 年・インドネシア 1970 年・
フィリピン 1982 年・台湾 1986 年・パキスタ












(TFAP) が 1998 年 5 月から生産を開始し､
自動車組み立ての天津一汽豊田汽車有限公司





が設立され､ 2011 年 10 月より上海近郊の工
業団地に敷地面積 234 万平方メートル (東京
ドーム約 5個分)､ 投資金額 6億 8000 万ドル



















































る｡ 1981 年､ インド政府設立のマルチ・ウ
ドヨグ社と合弁会社を設立し､ 国民車構想の










などが表面化した｡ 1994 年には､ ｢ビジネス
での将来が広がらない｣ という判断で合弁を
解消し､ トヨタはインド市場から一旦撤退し








(09 年 4 月～10 年 3 月期) で､ 自動車市場に
おける各メーカーの 2009 年の市場占有率を
















(『週刊東洋経済』 2010 年 12 月 18 日号より引用)
図 3 09 年インドの自動車シェア (％)


























のぎを削っているが (図 4)､ トヨタは IMV
車のセダン・タイプ ｢エティオス｣ を 2010












て 2004 年から IMV プロジェクトが立ち上





動き始めた｡ 2007 年 2 月には､ 2010 年をめ
どに第一工場の近くに小型車組み立ての第二
工場を新設するとの計画が公表されている｡





























た結果､ エティオスに部品を納入した 100 社
















TKMは 2012 年 3 月から､ 新型 IMV車で
あるエティオスの南アフリカ向け輸出を始め
る｡ インド子会社からの初の輸出となるが､










Toyota Kirloskar Motor Private Limited)
はトヨタ自動車 (89％) とキルロスカ
(11％) の合弁会社である｡ 会社設立は 1997
年 10 月であり､ 資本金 70 億ルピー (約 140






















現在) である｡ 生産開始は 1999 年末 (12 月)
からであり､ 立ち上り時点の生産能力は 2.4
万台/年であった｡ 2010 年時点で 2 直定時の
生産能力は第一工場 8万台､ 第 2工場 7万台
の計 15 万台であるが､ 2012 年前半までに 27
億 5 千万ルピー (約 49 億円) を投じて､ 第 1
工場 (9 万台)､ 第 2 工場 (12 万台) の計 21
万台までの拡大計画がある｡ さらに､ 2013
年までに 89 億 8 千万ルピーをかけて､ 現在
のほぼ 2 倍の 31 万台に生産能力を増やすと
発表している｡
IMV プロジェクトへの取り組みについて
は､ TKMで 2005 年 2 月から IMV車である
イノーバの月間 4,500 台の生産が開始された｡














産能力は 2年で約 2.5 倍に増加したことにな
る｡
生産車種と台数については､ 当初クオリス
を中心に年間約 4 万台生産し､ 2005 年以降
はイノーバー (IMV 車) を中心に約 5 万台
を生産している｡ ちなみに､ 2008 年の生産
台数はイノーバ (IMV 車) 44､ 866 台､ カ
ローラ 9,463 台の計 54,329 台である｡ 2010
年には､ イノーバ (IMV 車) 52,327 台､ カ
ローラ 10,580 台､ フォーチュナー (IMV車)
12,051 台､ エティオス (IMV 車) 562 台の
計 75,520 台が生産されている｡ 2011 年から
新型 IMV 車エティオスの生産が始まり､
IMV 車の比重が急拡大している｡ 生産能力
が現在 15 万台あることからすれば､ 今後の
市場の伸びに連動して生産台数の急ピッチの
増加が予想される｡
2009 年の従業員数が 3785 人であったのに
対して､ 2010 年末からの第二工場の稼働に
伴い約 2000 人が新規に雇用され､ 2011 年 5
月末の時点で 7861 人に増員されている｡
販売網については､ 2000 年に 20 都市 23
ディーラーで立ち上げ､ 2008 年初までに 77
の販売拠点､ 2011 年初には 170 の販売拠点､
2012 年初までには 220 の販売拠点の設置を
計画しているという｡ 販売拠点拡大の実績を




※2011 年 6 月時点の 7万台/年から､ 生産効率改善により 1万台/年向上し､ 7 月より 8万台/年｡
(トヨタ自動車ホームページより､ 一部加筆)





生産能力 8万台/年 9万台/年 10 万台/年
生産車種
イノーバ (IMV車)､ フォーチュ









生産能力 8万台/年※ 12 万台/年 21 万台/年
生産車種
エティオス (IMV 車)､ エ
ティオス リーバ (IMV 車)
エティオス (IMV 車)､ エティオ
ス リーバ (IMV 車)､ カローラ
エティオス (IMV 車)､ エティオ
ス リーバ (IMV 車)､ カローラ
合 計 16 万台/年 21 万台/年 31 万台/年
追加投資 ― 49 億円 172 億円




販売実績でみると､ 販売台数は 2003 年に
はクリオス 31,444 台､ カローラ 8,018 台の
計 40,539 台であり､ 2008 年にはイノーバ
(IMV車) 43,699 台､ カローラ 7,407 台､ カ
ムリ 576 台､ プラド 120 台の計 51,802 台の
販売実績となっている｡ 2010 年にはイノー
バ (IMV車) 51,395 台､ カローラ 10,422 台､
フォーチュナー (IMV 車) 11,871 台､ カム
リ 392 台､ プラド 207､ エティオス (IMV
車) 82 台の計 74,509 台と順調に販売実績を
増加させている｡
2010 年 12 月に発売したインド専用設計の
新型 IMV車エティオスについては､ 2011 年








(Toyota Kirloskar Auto Parts 以下 ､
TKAP) は､ 2002 年 4 月に資本金約 34 億ル









れていたことから考えても､ TKAP は IMV
プロジェクトの世界戦略の一環に組み込まれ
たトヨタの部品部門ということになる｡
2010 年末より TKM で生産開始され､ 売
れ行きが好調なエティオス用に､ 2012 年秋























生産する計画が発表されている｡ 2011 年 2
月より､ 2012 年秋の完成にむけて TKAP の
新工場の建設が進められおり､ 投資額は約
90 億円である｡ 新工場稼動開始に伴い新規












































































投 資 額 ― 約 90 億円 約 144 億円
生産開始 2002 年 7 月 2013 年初 2012 年秋 2014 年初





































業技術学校 (Toyota Technical Training







の科目を履修しつつ､ 塗装､ 溶接､ 自動車組
立て､ メカトロニクスの 4コースに分かれて
専門技能を修得するが､ 技能実習はTKMで
行われている｡ 2010 年 7 月には､ 初の卒業






＜TOYOTA TECHNICAL TRAINING INSTITUTE (TTTI) 概要＞
(トヨタ自動車ホームページより､ 一部加筆)
学 校 名 トヨタ工業技術学校
開 校 日 時 2007 年 8 月 1 日
所 在 地 カルナタカ州バンガロール市 (TKM敷地内)
敷 地 面 積 48,726m2 (含､ 寮､ グラウンド)
建 屋 面 積 1,851m2
学 校 長 Mr. Tarikere Somanath
教 職 員 数 教員 17 名､ 職員他 2名 計 19 名
専門コース 塗装､ 溶接､ 自動車組立て､ メカトロニクス





占う試金石｣ (『週刊東洋経済』､ 2010 年 12


















本経済新聞 (2011.11.24) によると､ ｢部品
設計､ 世界で統一｣ という見出し記事で､ ト










トヨタは 2000 年に構想した ｢世界共通デ
ザイン車｣ では挫折した｡ その失敗原因は
｢共通化を重視するあまり､ 生産技術や調達





し､ NGA プロジェクトでは､ ｢設計と調達
の一体改革を最優先｣ し､ ｢安定調達できる
材料を探し､ 部品メーカーの技術力や生産能
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